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祖研究調査レビュー

多彌・液玖両嶋と日本古代王権

中小企業の情報セキュリティ対策の現状

奄美におけるマンゴー生産の現状と課題（上）

奄美市の誕生と介護保険の運営

奄美ニユーズレター鹿児島大学2005年１月
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奄美ニューズレターについて

■奄美ニューズレターは，2003年度からはじまった鹿児島大学全学総合プロジェ

クト「島蝋圏開発のグランドデザインーー南西諸島における環境ガバナンス型地域

政策」の成果を発表する目的で発刊されました。

■奄美群島および沖縄を含む広い南西諸島を沖縄ではなく，奄美群島から分析しよ

うという新しい試みです。

■研究は，文化・自然・人・経済・情報・農学・工学という鹿児島大学の研究者を

中心とする研究グループによって行われております。奄美ニューズレターは，そ

の研究を広く南西諸島の研究者に公開し，わが国の島蝋研究の向上を目指すもの

です。

■奄美ニューズレターは，2005年11月に発刊された24号まで，月刊でしたが，

2006年１月発刊の25号からは，発行責任を奄美委員会が担うことになり，１年

間計４号を季刊で発刊することになりました。

■奄美ニューズレターは，２５号から季刊の学術雑誌となり，下記の内容を掲載いた

します。

・研究調査レビュー鹿児島大学所属の研究者からの成果発表

・しまゆむた奄美群島区の地元研究者からの現地レポート

・島蝋スケッチ上記以外の寄稿文

・鹿大資料紹介鹿児島大学所蔵奄美資料の紹介

・ち一びし執筆者紹介，奄美関連の行事案内，編集後記

■企画と編集を担当する奄美委員会のメンバーは，下記のとおりです。

奄美委員会

研究科長

奄美サテライト特任教授

奄美委員会委員長

法政策学科選出委員

経済』情報学科選出委員

人文学科選出委員
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長野司

北崎浩嗣

東英寿
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